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　　　　 沈没船扮 沈降挙動

　遠藤久芳 、 前 田克弥、 矢 口雄大

　　　　　 平成21年5月

平成21年 日本船舶 海洋工 学会 春季講演会

局所的に細分化 された非構造六 面体格子を用 い た

　　船体周 りの 流れ解析にお ける格子依存性

　　　　 浦野幸子、平田信行、日野孝則

　　　　　　　 平成 21年 5月

　損傷した船舶が海中を沈降する際の 挙動を知るた め

に、深海水槽におい て縮尺模型を用 い た水中落下実験

を実施した。こ れに基づ き、LS−DYNA を用 い た沈降

挙動の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン 解析 と実験結果との 比較を実

施した。本解析法に よれば、船体の 沈降挙動の みな ら

ず、船体各部と流体との 問に作用す る反力 の 特陸、周

囲の 流体の 運動などにつ い て詳細な情報を得る こ とが

可能で ある。実験結果 との 比較か ら、船体沈降時の挙

動 として、船体重量 と洳劔 変の 関係、トリム 状態で

沈降が 開始した場合の 船体傾斜の 変化などにつ い て明

らかにするこ とが できた。
さらに、船体没水開始時の 挙動や海底 に着底する場合
の 挙動につ い て も

シ ミュ レ
ー

シ ョ ン

解析 を実施 してそ

の 応答特陸を明ら

かに した。

図　船体及び周辺流体の 速度分布
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　複雑形状の 船体に対応で きる 計算格子 として、局所的に細

分化された非構造六 面体の 格子を採用 し、船体周りの 流れ解

析を実施 した結果、以 下の 知 見を得た。
・
摩擦攤 亢は、境界層格子 の 外端 にお け る格子 間隔の ギャ ッ

　プ に非常に 敏感で あ るた め、少な くとも境界層外端まで 滑

　らか な格 子 を生成す る必要 がある。
・
船尾 に細分化領域を設け るこ とで セル 数の 増加 を抑えっ っ

　計算精度を向上 させ る こ とがで きる．
・付加 物が付 い た二 軸高速船 まわ りの 流れ解析を行い、粘性

抵抗、造波抵抗 ともに実験値 との 良好な相関を得た。

図　船尾 に 細分化領域を設 けた計算格 子

An　exper   ental 　stUdy 　on 　wave 　loadS　of　a　large

　 container 　ship 　and 　itS　hydroel且Sdc　Vibration

　　　　　　岡正義、岡修 二
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　　　　　Universi域 of　Southampton，　UK

　国際海運 か らの地球温暖化ガス 削減への 取 り組みの と し

て、新造船の 船舶 の エ ネル ギー効 率化 設 計指標 （EEDI）に よ

る評 価 がIMOIMEPC に おい て 検討 され て い る。船舶は 実海

域 を航 行す るた め 、

船速低 ドの 影響 を取

り入 れ た 評価 とす る

こ とが 重 要 で あ る。

本論文 で は、EEDI に

含 まれ る 実海域 で の

船速 低 下 係 数（加 ）の

考 え方、具体 的 な計

算法 を示 す と ともに、

コ ンテ ナ船、自動車運

搬船、撤積船の 3船型
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図 自動車）911tw”．｝1の 船速低下

　大型 コ ン テ ナ 船の 設計に お いて は、船体捩 り荷重及び船体

弾腔影響の 推定が重要 となる。これ らの データを得る ため、

従来のバ ッ クボー
ン型 弾 性模型 をべ 一ス に、捩 り荷重を計測

可能な装置 （特許出願中）を開発 し、波浪中水槽試験 を行 っ

た。試験 の 結果、装置の 信 樹 生を確 認す る ととともに、現

実的な設計荷重 の レ ベ ル を提示 した。
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図　バ ッ クボー
ン型荷重計測模型の 概要

につ い て 、船速低下を算定 した結果を示す。
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